
 
 

１．件名：検査制度見直しに関する東北電力株式会社との試運用に関する面談 

 

２．日時：令和２年１月２４日（金） １１：００～１１：３０ 

 

３．場所：東北電力株式会社 女川原子力発電所 事務新館２階 検査担当者控室 

 

４．出席者 

原子力規制庁 

原子力規制部 

 実用炉監視部門 加藤原子力運転検査官 

    専門検査部門 小坂企画調査官、村尾企画調査官、田中主任原子力専門検査官 

女川原子力規制事務所 川ノ上所長、初岡原子力運転検査官 

東通原子力規制事務所 種市原子力運転検査官 

東北電力株式会社 

女川原子力発電所 品質保証部長  他１８名 

 

５．要旨 

（１）令和元年１１月２５日から１１月２９日及び令和２年１月２０日から１月２４日にかけ

て、東北電力株式会社（以下「東北電力」という。）女川原子力発電所で「品質マネジメン

トシステムの運用（ＰＩ＆Ｒ）」に係る検査ガイドのチーム検査の試運用を行ったことから、

原子力規制庁と東北電力とで、配布資料（１）の事業者意見も踏まえ、当該試運用に関する

意見交換を以下のとおり行った。 

 

（２）東北電力から、「パフォーマンス劣化」の有無と安全重要度評価とは別の段階の評価であ

る旨、原子力規制庁の説明を受け、認識を共有できたとの意見があった。一方で、検査報告

書の中で「パフォーマンス劣化」等の記載があった場合、外部の方々がＲＯＰ評価プロセス

を十分に理解していない状況においては、過大な受け止めをすることも考えられることから、

検査結果の公表の際に、ＲＯＰの評価プロセスが理解されるような対応をしてほしいとの意

見があった。 

また、平常業務と平行して検査を受検することになるため、事前に質問事項を提示しても

らえれば、限られた検査期間の中で効率的に検査を受検できるとの意見もあった。 

 

（３）原子力規制庁から、「検査気付き事項のスクリーニングに関するガイド（試運用版）」に基

づき、「パフォーマンス劣化」の定義及び検査気付き事項に係るスクリーニング手順の説明

を行った。 



 
 

また、今回の試運用における実施時期等の計画変更への対応の感謝及び更なる効率的な検

査に向け、事前により多くの情報を確認するように進めることを伝えた。 

 

６．配布資料 

（１）チーム検査「ＰＩ＆Ｒ」に係る試運用の振り返りについて（東北電力資料） 


